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潰瘍性大腸炎の 新 しい治療法 として 白血 球 除去療法を位 置付け る

兵庫 医科人学　第 4 内科

○澤 田康史 、 里 見匡辿 、 ド山 孝

　 【H 的】Multicenter　triaL　randamized 　controlled 　study で潰瘍性大腸炎 「UC ） 治療 に おける

自 III［球 除去療法 （LCAP ） の 有効性 ・安全性を プ レ ドニ ン療法 （PSL ） と比較検 討。

　 【対象及び 方法】　 軽症 と直腸 炎丿ll1症例は 除外 し 、 患 者よ り治療 の 同意を 得た後 、両

群に 差 が な い よ う割 り付けた 。 登録 した計 95 例 中、不採用の 5 例を除 い た 90 例で

安全性 を評価 し 、 登 録時脱 落症 例 と大腸 内視鏡所見を施行で きな か っ た 18 例を除い た

計 72 例 （PSL 群 34例 、　 LCAP 群 38例）で有効性の 評価 を行 っ た 。
　LCAP は、［

一「血 球除去

器を用 い
、

1L［r］に 約3
，
000　ml の 血1夜を処理 し、約 1．6x1010 個 の 白 ［ilL球を除 去 した 。

　 【卞な結果 】 副作用 出現 率は 、
LCAP 群 に おい て 軽度 ・中等度 計 10 例 （23．3％ ） で あ

り、
PSL 群で は 軽度 ・中等度 26 例 、 高度 1 例の 計 27 例　（57．4％ ）で あ っ た 。 有効率

は、 PSL 群 で 著明改 西 6 例 、 改善 9 例の 44．1％ （不変 14 例、悪化 5 例）で 、　 LCAP 群で

は著 明改 濘9例 、 改 11319例 の の 有効73．7％ （不変 9 例 、悪化 1 例 ）で あ っ た 。

　 【結 論】 こ の よ うに multicenter 　trial　randamized 　controlled 　study に お い て もUC に 対す る

LCAP 治療 は 、 従来の PSL の 多量療法 よ り副作用が 少な くか つ 効 果ri勺な治療法で あ っ た 。
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慢性 関節 リウマ チ に対す る ア フ ェ レ シ ス療 法の 効果 とそ の 評価
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　　　慢性関節 リウ マ チ （rheumatoid 　arthritis ：RA ）に対す る ア フ ェ レ シ ス 療法 と して 二 重 膜
濾過 血漿交換療法 （double　m 肛adon 　plasmapheresis：DFPP ）、 リン パ 球 除去療法
（lymphocytapheresislLCP）、 顆粒 球除去療法（granulocytapheresis）な ど種々 の 治療法が 試み ら

れ 、そ の 有効性 が報告 され て い る 。 我々 の 施設で はRA　24 例 に対 して DFPP （15 例）もし
くは 、LCP （9 例）を施行 し治療 による 臨床症状の 改善度 を評価 した 。臨床症状の 評価項 目
は握 力 、 腫脹 お よ び疼痛関節点数、朝 の こわば り持続時間 、 歩行時間、 リッ チ ー

イ ンデ ッ
クス 、上 肢およ び下肢 の ADL な どで あ っ た 。　「やや改善」 以上 は DFPP 群で 60．0％ 、

　LCP群
で 55．6％ と両群 に 有意差はな く両治療 とも に有 効性が示唆された 。 長期（

一
年以上）継続施

行例 で は ス テ ロ イ ド投与量が有意 に減量 可 能で あ っ た。

　ま た、 RA におい て 炎症の メディ エ
ー

タ
ー

として 働 く炎症性サ イ トカイ ン につ いて ア フ
ェ レシス 療法前後の 変化 を検討 した．検討 した サイ トカイ ンは interleukin−1　beta（IL−1　beta）、
interleukin−6 （IL−6）、　 tumor 　necrosis 　factor−alpha （TNF −alpha ）に つ い てで enzyme −linked

lmmunosorbent　assay （ELISA ）を用 い て 測定 した 。 これ らの 炎症性サ イ トカ イ ン は RA の 関節
滑 膜 にお い て 炎症惹起作用 を示す の み で な く 、 種々 の 接着分子発現 を起 こ させ 炎症 細胞浸
潤 を促 す作用 を有す る。RA に 対す る ア フ ェ レ シ ス 療法の 効果 の メ カニ ズム を解明す る上
で 重要 な フ ァ ク タ

ー
と して 今 回検討 をくわ え た 。
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